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木

代

子

花
と
の
対
話
て
も
あ
る
の
だ

ほ
ん
の
い
つ
と
き

花
を
み
つ
め
る
の
は

ひ

そ

や

か

な

生
き
る
人
々
に
と
つ
て

忙
し
さ
に
押
し
流
さ
れ
て

今
日
か
ら
明
日
へ

昨
日
か
ら
今
日
へ

人
は
知
る
の
だ

忘
れ
て
い
た
安
ら
ぎ
を

匂

い

た

ち

み

つ

め

る

こ

と

て

咲
き
競
う
菊
の
花
ば
な

逝
く
秋
を
惜
し
み
な
が
ら

今
年
ま
た

一
六
日

i
下
旬

二
0
日

二
六
日

二
七
日

ニニー一ー一九八
五二八七ー0
日日日日日日日日
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日 日

一
七
日

一
五
日

一
六
日

九

日
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日日

四
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十
一
月
の
行
事
予
定
表
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総

務月
例
監
査

税

務

課

一
日
?
-
―

10日
地

方

税

完

納

運

動

月

間

二
五
日
保
険
税
第
三
期
納
期
限
月
間

家
屋
評
価
事
務

住

民

課

乳
児
健
康
相
談

イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
予
防
接
種

（

第

一

回

）

須

釜

支

所

イ
ソ
フ
ル
ニ
ン
ザ
予
防
接
種

（
第
一
回
）
母
子
セ
ソ
タ
ー

妊
婦
健
康
相
談

イ
ソ
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（

第

二

回

）

須

釜

支

所

イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
予
防
接
種

（
第
二
回
）
母
子
セ
ソ
タ
ー

産

業

課

石
川
地
方
農
業
改
良
推
進
員
会
長

会開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
推
進
部
落

座

談

会

吉

ー

南

須

釜
中
ー
岩
法
寺

クク

竜

崎

ー

蒜

生小
高
ー
川
辺

ク

北

須

釜

ク仔

牛

セ

リ

市

石

川ー

東

ク

ー

｝
 

和
牛
導
入
事
業
畜
産
共
進
会

農
業
振
興
地
域
整
備
法
部
落
説
明

会クク
企

画

室

第
十
回
農
業
委
員
会

建

設

課

農
地
災
害
復
旧
事
業
査
定
公
共
土

木
災
害
復
旧
事
業
実
施
設
計
及
入

L
 
才
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::,, 昭和45年10月1日 ⑪国調） ＇和 46.年10月1日；

部落名1戸数 1 男I女 l計 1戸数1男 女l計 1

顧~?年10月1日1闘糾0年10月1日

,
9
 ．． 

，ヽ戸 数 1人口 l戸数 1人口
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. --・ • 一
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. . ... . . ・, ・. . .... .・. . ... 
山小屋 39・.・ 9i . 123 • ・215 ,: .・39, . 88、, .'118 206 ・ 44 246 . 44 242 

' 
, ' .. C . .、, • - • • • 

ふ

山新田 7 lS・. 22 • -40 7・. 19 , 21 _. 40 . 9 51 . 8 ・47 
、；
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こ・，

四辻新田 51 130 131 :・261 : .:'49 • 129 127 256. , ・59 .. 3@.. • _ 62 -: 342 
. , .. , 

.. - ..... -:--

東部小計 602 c 558_ 1. 648 3_;:206・ ・-588 .; , ・s・os 1; 57 4 3,079, '63_6 • 3 /712 637. 3,556 
'・, .. , . .. __ .. -. . .・ I I. 

玉川計 11,43sI 3; ~241 3,ss4、I7:4-rsい，120I 3.1~4 j 3,743 7,29(/ 1'.4?8 l,8¥556 j_~A35 _I 8,021 

中 I 161 

530 I 1,037 

721 

, 209・ 

159 

507 

356 

519 I 1,026 

371 727 

219 I 1,236 

116 705 

219 I 1,162 

135 697 

192「if,84f 798 I 4,465 

狩
猟
の
注
意

十
一
月
一
日
よ
り
狩
猟
解
某
に

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
こ
の
狩
猟

に
よ
る
事
故
が
発
生
じ
て
お
り
ま

す
の
で
狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
禁
止

さ
れ
て
お
る
場
所
に
一お
い
て
は
絶

体
猟
は
し
な
い
こ
と
P

猟
を
す
る

際
は
人
影
に
注
意
す
る
こ
と
。
又

銃
の
取
扱
い
に
も
充
分
気
を
付
け

て
事
故
を
捻
こ
さ
な
い
よ
う
に
ヘ

叉
狩
猟
さ
れ
な
い
者
に
あ
っ
て
ば

狩
猟
中
の
近
く
の
一
人
で
の
山
歩

'

き
は
な
る
ぺ
ぐ
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
事
故
に
合
な
い
よ
う
に

注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
た
び
、
長
い
間
我
が
村
の

収
入
役
と
し
て
、
お
務
め
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
大
竹
保
重
さ

ん
が
、
任
期
を
終
え
て
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
九
月
就
任
さ
れ
て

か
ら
、
ま
さ
に
四
期
十
六
年
の
間

勤
務
さ
れ
、
村
民
の
全
面
的
な
信

頼
の
下
に
立
派
に
そ
の
職
責
で
あ

る
財
政
運
営
の
仕
半
を
果
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
C

玉
川
村
の
統
合
は
、
昭
和
三
十

年
一
＿
一
月
―
―
-
+
―
日
で
す
の
で
、
そ

の
誕
生
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で

の
殆
ど
す
べ
て
の
期
間
を
担
当
さ

れ
、
す
べ
て
の
村
作
り
の
仕
事
に

関
与
さ
れ
、
貢
献
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
功
績
は
、
玉
川
村
の
歴
史

の
中
に
燦
と
し
て
輝
く
こ
と
で
あ

ろ
う
と
信
じ
ま
す
。

特
に
大
竹
さ
ん
の
人
柄
は
、
温

篤
実
そ
の
も
の
で
、
そ
の
公
正

さ
と
謙
虚
な
姿
は
、
す
べ
て
の
人

々
の
心
に
湿
か
み
と
安
ら
ぎ
を
感

じ
さ
せ
る
、
い
わ
ぽ
慈
父
の
如
き

貴
重
な
存
在
で
、
難
し
い
多
く
の

村
政
の
諸
間
題
に
直
面
す
る
私
共

に
、
大
き
な
示
唆
と
勇
気
を
与
え

自
動
車
重
量
税
は
、
急
激
に
増

加
す
る
自
動
車
に
対
処
し
て
、
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
を
充
実
す
る

た
め
の
財
源
と
し
て
創
設
さ
れ
、

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

一
、
自
動
車
重
最
税
は
道
路
運
送

車
両
法
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
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W

血

乏

，

天

5

妙
）
．
就
任
の
あ
い
さ
つ
一

，望
9
,
5
%

ー
文
口
言
恐

4
忍
5
言
〗,̀̂5 

[
ロ
ニ
〗
ユ
”
〗
玉
川
村
収
入
役
近
内
寿
雄
[

,'̀`̀ 一
日
前
大
役
場
は
村
政
の
心
臓
部
に
当
叩

ロ□
｀

十

一

．

月

座

い

ま

す

。

〗
〗
〗
口
〗
〗
〗
〗

〗
力
を
お
願
い
致
し
、
鷲
馬
に
鞭
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
叩

一
打
っ
て
頑
張
り
抜
く
覚
悟
で
ご
ま
す
。
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玉
川
村
長

自
動
車
重
量
税
の
あ
ら
ま
し

小

針

千

代

之

助

長
い
間
御
苦
労
様
で
し
た

大
竹
収
人
役
が
退
任

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
辞
任
に
際
し
、
私
は

全
村
民
を
代
表
し
、
’
心
か
ら
そ
の

業
績
を
た
た
え
、
惑
謝
申
し
上
げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

'

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

尚
こ
れ
か
ら
も
御
健
康
で
、
悠

々
自
適
の
生
活
を
送
ら
れ
る
か
た

わ
ら
、
深
い
知
識
と
豊
か
な
経
験

を
村
政
の
進
展
の
上
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
卸
指
導
と
御
鞭
握
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
礼
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
自
動
車
お
よ
び

使
用
の
届
け
出
に
よ
り
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
る
軽
自
動
車

に
対
し
、
そ
の
重
堆
に
応
じ
て

税
金
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
大
型
特
殊
自
動
車
は

無
条
件
で
、
ま
た
、
軽
自
動
車

の
う
ち
、
す
で
に
車
両
番
号
の

指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、

一
定
の
手
続
き
に
よ
り
非
課
税

と
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
や
小

型
特
殊
自
動
車
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

二
、
自
動
車
重
量
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
検
査
自

動
車
や
届
け
出
軽
自
動
車
の
使

ヽ

車
の
検
査
を
受
け
る
際
や
、
軽

自
動
車
の
使
用
届
け
出
を
す
る

と
き
に
、
税
額
に
相
当
す
る
額

の
自
動
車
重
量
税
印
紙
（
自
動

車
重
量
税
専
用
の
も
の
）
を
は

っ
て
、
陸
運
事
務
所
（
自
動
車

検
査
場
）
の
窓
口
に
提
出
し
納

め
る
こ
と
に
た
っ
て
い
ま
す
。

税
額
は
、
自
動
車
の
区
分
や

旧
軍
人
の
方
々
へ

恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て

時
恩
給
受
給
対
象
者
が
拡
犬
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
旧
軍
人
で
引
き
続
き
実
在
職

―
―
一
年
以
上
七
年
未
満
の
下
士
官

，
以
上
の
方
は
該
当
し
ま
す
の
で

軍
歴
申
立
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

二
、
旧
金
鶏
勲
章
受
給
者
に
対
す

る
特
別
措
置
に
つ
い
て

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付

で
旧
金
鶏
勲
章
を
叙
賜
さ
れ
、

併
せ
て
一
時
賜
金
（
賜
金
国
庫

債
券
）
を
受
給
し
た
者
で
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
に
生
存
し

て
い
た
方
に
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま

す
か
ら
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

9

9

 

川
辺
八
幡
神
社
に

自
動
火
災

報
知
機
完
成

に

よ

そ

れ

ぞ

れ

定

め

ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
第
二
期
分
の
納
税
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

あ
な
た
は
火
事
の

恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い

i

9

,

i

‘

 

ヽ

県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
川
辺
八
幡
神
社
で
は
、
こ

の
程
、
重
要
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
ろ
う
と
、
七
九
万
五
千
円
（
ニ

分
の
一
県
補
助
金
、
残
り

は
村
補
助
金
と
神
社
負
担

金
）
を
か
け
て
自
動
火
災

報
知
機
を
若
松
市
の
福
島

十
一
月
は
、
所
得
税
第

二
期
分
の
納
税
の
月
で

す
。
納
税
額
は
、
六
月
中

旬
に
一
期
分
と
と
も
に
通

知
さ
れ
た
額
で
こ
れ
を
十

一
月
―
―
―
十
日
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。納
税
に
際
し
て
は
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振

,

9

9

 
＇ヽ
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ヽ`

ヽ
ー
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ー
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防
災
工
業
の
請
負
で
設
備
し
ま
し

こ。f
 こ
の
報
知
機
は
、
急
激
な
温
度

の
上
昇
を
受
け
る
と
、
ベ
ル
と
サ

イ
レ
ソ
が
同
時
に
鳴
り
出
す
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
八
幡
神
社
を
火

災
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

り
替
え
て
納
税
で
き
る
振
替
納
税

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、

納
期
ま
で
に
確
実
に
納
税
が
で
き

る
う
え
に
手
数
が
か
か
ら
ず
便
利

で
す
。申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

か
ら
、
税
務
署
か
金
融
機
関
の
窓

ロ
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大

竹

保

重

退
職
の
あ
い
さ
つ
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一

.

0

り

1
1f.,．

り
出
稼
ぎ
を
な
さ
る
み
な
さ
ん
へ
~

一
農
家
の
皆
さ
ん
、
日
頃
よ
り
御
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
す
ぐ
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
出

苦
労
様
で
す
。

｀

な
い
者
は
、
会
社
や
事
業
所
の
募
来
ま
す
。
こ
の
た
め
帰
郷
す
る
と

本
年
は
、
天
候
不
順
な
た
め
平
集
人
、
又
は
、
知
人
で
あ
っ
て
き
は
、
そ
の
旅
費
を
請
求
す
る
こ

年
に
比
べ
て
、
農
作
物
が
大
幅
に
も
、
働
く
人
に
仕
事
の
世
話
を
し
と
が
出
来
る
。

減
収
に
な
る
と
見
ら
れ
て
お
り
ま
た
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
う
〇
労
働
契
約

す

。

こ

の

よ

う

な

現

状

か

ら

農

作

け

て

は

な

ら

な

い

。

使

用

者

が

労

働

契

約

を

結

ぶ

場

業
を
早
く
済
ま
せ
、
出
稼
ぎ
を
し

0
労

働

条

件

の

明

示

合

、

次

の

よ

う

な

こ

と

を

決

め

て

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
働
く
こ
と
を
契
約
す
る
と
き
は
な
ら
な
い
。

る
こ
と
A

思

い

ま

す

。

は

、

賃

金

、

労

働

時

間

、

仕

事

の

H
一
年
以
上
に
わ
た
る
契
約
を
結

今
年
は
、
み
な
さ
ん
も
御
承
知
内
容
、
休
日
、
休
憩
等
を
明
ら
か
ぶ
こ
と
。

の
と
お
り
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
決
め
る
こ
と
。
も
し
そ
の
条
件
⇔
仕
事
の
途
中
で
や
め
た
り
、
よ

に
よ
り
経
済
的
不
況
下
に
あ
り
、
が
最
初
の
話
し
と
違
う
と
き
は
、
そ
に
職
を
替
え
た
り
す
る
の
を

一
部
の
企
業
は
倒
産
に
ま
で
追
い

ー1
1
9
,..
 I
,．99,1
,

＇i
.＇

，

防

ぐ

た

め

、

契

約

の

と

き

違

約

や

ら

か

て

お

り

ま

す

。

金

や

損

害

賠

償

金

を

予

め

決

め

て

お

く

こ

と

。

．

火
の
守
り
も
新
た
に

以
上
の
よ
う
な
情
勢
に
お
い
て

出
稼
ぎ
を
す
る
方
は
、
出
稼
ぎ
先
消
防
団
秋
季
訓
練
実
施
回
前
借
り
し
た
金
を
賃
金
と
相
殺

を
充
分
に
検
討
し
、
最
寄
り
の
公
去
る
十
月
三
十
一
日
須
釜
小
学
す
る
こ
と
。

共
職
業
安
定
所
を
利
用
す
る
な
ど
校
々
庭
に
お
い
て
、
須
田
団
長
指
四
強
制
的
に
貯
金
を
さ
せ
た
り
、

そ
の
貯
金
を
管
理
し
た
り
す
る

揮
の
も
と
に
副
団
長
及
び
訓
練
部

正
式
な
ル
ー
ト
を
通
し
て
行
く
よ

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

長

に

よ

り

団

員

に

対

し

、

火

災

シ

こ

と

。

＇
こ
こ
で
、
本
村
に
お
け
る
昨
年
ー
ズ
ン
に
備
え
訓
練
が
行
な
わ
れ

0
強
制
労
働
の
禁
止

労
働
条
件
に
つ
い
て

の
出
稼
ぎ
状
況
を
見
ま
す
と
労
働
ま
し
た
。

＇

大
臣
の
許
可
を
受
け
ず
に
、
出
稼

ぎ

者

に

仕

事

を

斡

旋

、

紹

介

し

た

日

賃

金

支

払

い

賃

金

は

、

現

金

り

、

公

共

職

業

安

定

所

を

通

さ

ず

で

直

接

本

人

に

全

組

を

毎

月

一

出
稼
ぎ
を
じ
、
．雇

主

よ

り

賃

金

が

回

以

上

支

払

日

を

定

め

て

、

支

支

払

わ

れ

ず

二

侮

島

県

東

京

事

務

払

わ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

まず。

所
に
申
し
出
た
人
も
お
り
ま
す
。

、ま

た

へ

働

き

先

で

災

害

に

合

口

労

働

時

間

及

び

時

間

外

労

働

労

尺
春
の
農
作
業
に
差
し
支
え
て

・慟
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
い

お

る

人

も

お

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

て

働

く

時

間

が

一

日

に

つ

い

て

尺
出
稼
ぎ
に
よ
り
諸
問
題
が
起

・
・八
時
間
、
・・
一
週
間
に
四
十
八
時

こ
り
家
庭
内
に
ま
で
そ
の
影
梱
が

．
咋
回
と
な
っ
て
お
り
、

．ま
た
、
そ

及
ぽ
さ
れ
て
お
り
ま
す
o
.
，
．
、
．

，
れ
以
上
働
く
場
合`

．、
労
使
か
時

間
外
労
働
の
協
定
を
し
て
労
働

つ
ぎ
に
へ
皆
さ
ん
が
出
稼
ぎ
を

基
準
監
督
署
に
届
け
出
る
こ
と

す
る
に
当
っ
て
知
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
法
律
上
の
事
柄
を
あ
・、

に
な
っ
て
い
ま
す
9

．．そ
の
場
合

げ
て
み
ま
し
ょ
う
0

• 

｀
一
時
間
当
り
の
普
通
賃
金
の
二

，
十
五
パ
ー
セ
ソ
ト
、
｝午
後
十
時

珈
ら
午
前
五
時
ま
で
の
深
夜
労

出
稼
き
に
行
く

働
に
対
し
て
は
五
十
。
〈
ー
セ
ン
，

に
あ
た
っ
て

〇
労
働
者
の
募
集
の
制
限
．

ぃ

．

ロ

ト
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ
と

本
年
度
の
玉
川
村
の
重
要
事
業

の
―
つ
で
あ
る
須
釜
小
学
校
の
建

築
予
定
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、

昨
年
疫
か
ら
予
備
調
査
を
行
い
そ

の
場
所
に
つ

い
て
忠
、
南
須
釜
字

堂
ノ
内
地
内
が
適
地
で
あ
る
ど
し

て、

関
係
者
と
協
談
を
続
け
、
本

年
一
月
十
八
目
に
地
権
者
と
の
第

一
回
の
懇
談
会
を
須
釜
支
所
に
関

催
し
、
続
い
て
一
月
二
十
三
日
に

第
二
回
の
懸
談
会
を
開
き
、
地
権

者
の
協
力
を
大
越
村
長
よ
り
要
請

い
た
し
よ
し
た
が
、
そ
の
後
村
長

の
改
選
期
の
た
め
、一
時
、
そ
の
交

渉
も
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
。

村
長
の
改
選
に
よ
り
、
小
針
新

村
長
が
就
任
さ
れ
、
，
七
月
に
至
り

本
格
的
に
地
権
者
と
の
話
合
に
入

り
、
数
回
に
亘
り
話
合
を
進
め
た

結
果
、
八
月
二
十
八
日
に
価
格
に

つ
い
て
の
協
定
が
成
立
い
た
し
ま

こ
0
、

し
fっ
ゞ
い
て
士
地
取
碍
に
つ
い
て

の
議
決
を
、
九
月
定
例
村
議
会
に

お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
、
個
別
に

契
約
の
調
印
を
行
い
。
九
月
末
日

ま
で
に
こ
れ
が
終
了
を
い
た
し
ま

し
た
。今
回
売
買
契
約
に
調
印
済
の
も

の
は
、
国
井
長
司
外
1

四
名
で
面

稽
に
し
て
、

田

一

、

五

六

六

而

畑

一`
三
、
八
―
二

山
林
一
九
、
五
三
七

計

三

四

＼

九

一

五

今
後
側
蹟
終
了
後
の
買
収
予
定

者
二
名
、
七
七
六
、
六
四
戒
を
加

い
ま
す
と
、
三
五
、
六
九
一
茄
六

回
と
な
り
、
玉
川
村
内
に
あ
る
い

ず
れ
り
学
校
よ
り
も
広
い
面
菰
茄

で
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

9

こ
れ
に
は
村
当
局
始
め
各
関
係

委
員
の
努
力
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
ん
と
云
っ
て
も
地
権
者
の
皆
様

の
理
解
あ
る
協
力
の
賜
で
あ
り
、

紙
上
よ
り
深
く
感
謝
す
る
次
第
で

麟
麟
敷
地
の
買
収
終
る

他

日
働
き
に
行
っ
て
か
ら
国
民
健
康

保
険
か
、
社
会
保
険
の
ど
ち
ら

か
に
加
入
す
る
か
を
調
べ
、
国

民
健
康
味
険
を
利
用
す
る
と
き

そ

の

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〇

災

害

補

償

，

仕
事
上
の
怪
我
や
、
病
気
を
し

医
者
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
医
療

費
が
支
給
さ
れ
、
休
ん
だ
場
合
に

は
そ
の
補
償
と
し
て
平
均
賃
金
の

六
十
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
の
賃
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
傷
害
が
残
っ
た
場
合
そ

の
程
度
に
よ
り
、
十
四
等
級
に
区

分
し
た
傷
害
補
償
費
を
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
村
役
場
に
来
て
、
本
人
分

の
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」
（
国

民
健
康
保
険
特
別
被
保
険
者
証

⑲
)
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

口
出
稼
ぎ
を
す
る
前
に
次
の
こ
と

に
つ
い
て
、
し
つ
か
り
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
0

•• 

イ
、
な
ぜ
出
稼
ぎ
を
す
る
か
。

ロ
、
出
稼
ぎ
中
農
業
経
営
や
生
活

設
計
を
ど
う
す
る
か
。

ハ
、
出
稼
ぎ
の
目
標
を
ど
こ
に
お

,,, 
0
 

＜
カ
以
上
、
大
ま
か
な
点
だ
け
記
述

し
ま
し
た
が
、
来
年
の
農
作
業
に

支
障
の
な
い
よ
う
希
望
い
た
し
ま

す
。
な
お
、

農
業
委
員
会
事
務
局

に
も
求
人
案
内
が
来
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
利
用
下
さ
い
。

，
川

村

郡

山

県

税

事

務

所

地
区
税
協
石
川
方
部
会

あ
り
ま
す
。

な
お
今
後
地
上
物
件
の
撒
去
、

校
地
の
造
成
事
業
に
つ
い
て
も
、

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
た
し
ま

す
。

よ
く
納
め
よ
く
使

わ
れ
て
生
き
る
税

、.)、十
一
月
が
ら
十
二
月
ま

，

で
地
方
税
完
納
連
動

＾

十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
旭
方

税
完
納
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
や
町
村
は
郷
土
の
繁
栄
と
住
民

の
幸
せ
を
願
1

つ
て
、
き
ょ
う
も
、

明
日
も
よ
り
よ
い
杭
策
と
建
設
を

つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

•

-

"
,`
‘
、

ヽ

み
ん
な
で
納
め
た
税
金
が
郷
土

建
設
の
た
め
大
き
な
力
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
税
金
ば
、
・
み
ん
な
で

定
め
ら
れ
た
日
ま
で
に
進
ん
で
納

め
ま
し
ょ
う
。
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水
は
間
に
合
っ
て
い
ま
す
か
ク
．

広
域
簡
易
水
道
事
業
の
計
画
を
し
て
い
ま
す

昨
年
は
多
く
の
家
庭
で
飲
料
水

不
足
に
な
や
ま
さ
れ
水
道
の
必
要

性
身
に
し
み
て
感
じ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
唯
今
村
で
は
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
水
道
事
業
を
計
画
し
広

く
住
民
の
生
活
改
善
と
保
健
衛
生

並
び
に
消
防
体
制
の
確
立
を
計
り

住
み
よ
い
村
造
り
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
計
画

し
て
い
る
本
事
業
の
概
要
を
広
く

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
今
後
の

事
業
推
進
に
御
協
力
を
お
顧
い
い

た
し
ま
す
。
水
源
は
石
川
町
の
浄

水
道
よ
り
分
水
し
、
母
畑
地
内
に

ボ
ソ
ブ
場
を
南
須
釜
字
粟
踏
石
地

内
の
高
台
に
配
水
池
を
造
り
ボ
ン

プ
揚
水
す
る
。
配
水
は
自
然
流
下

に
よ
り
東
部
地
区
約
一
―

1
0
0戸
西

郷
土
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、

認
識
を
深
む
そ
の
正
し
い
記
録
を

後
世
に
伝
い
た
い
と
こ
の
ほ
ど
須

釜
郷
土
民
俗
資
料
文
化
財
保
存
会

が
発
足
し
、
去
る
七
月
五

日
須
釜
支
所
会
議
室
に
於

，
て
、
二
瓶
保
房
湯
本
小
学

校
長
（
前
須
釜
小
学
校
教

頭
）
め
指
溝
に
よ
り
会
員

数
八
十
三
名
を
も
っ
て
設

立
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
し
て
会
長
に
縫
紹
真
さ

ん
、
副
会
長
に
塩
沢
正
常

さ
ん
、
鈴
木
広
一
さ
ん
、

あ
じ
す
き
た
か
ひ
こ
の

祭
神
は
、
阿
遅
鉗
高
日
子

根
命
、
大
己
貴
命
、
八
幡
大

明
神
の
三
神
を
祀
る
。

部
地
区
約
八

0
0戸
に
給
水
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
給
水
戸
数

に
つ
い
て
は
概
数
で
多
く
の
家
庭

に
給
水
出
来
る
よ
う
計
画
し
て
お

り
ま
す
が
自
然
流
下
方
式
を
と
る

関
係
上
地
形
的
条
件
に
支
配
さ
れ

実
施
の
段
階
で
は
多
少
の
変
動
が

あ
る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
叉
本

事
業
費
に
つ
い
て
概
算
約
一
億
四

千
万
円
位
で
補
助
額
は
三
分
の
一

と
な
り
ま
す
。
負
担
額
に
つ
い
て

は
加
入
戸
数
等
に
よ
り
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
の
で
多
く
の
加
入
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。
細
部
に
つ
い

て
は
今
後
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
部
落

座
談
会
等
に
よ
り
事
業
の
内
容
和
l
.

説
明
し
本
事
業
の
推
進
を
計
る
計

画
で
す
。

郷
社
都
々
古
別
神
社

大
字
南
須
釜
八
又
に
鎮
座

に
よ
る
と
そ
の
昔
、
藤
原
謙
足
公

が
こ
の
地
に
来
り
て
当
山
に
神
を

祀
り
、
筒
子
別
大
明
神
と
名
付
け

石
亀
の
里
の
総
鎮
守
と
し
、
自
分

の
名
前
の
鎌
を
と
っ
て
鎌
筒
邑
と

称
し
た
。
西
暦
九

0
四
年
頃
は
奥

州
一
の
大
社
と
し
て
四
十
八
の
末

社
を
持
ち
、
氏
子
八
十
五
ケ
村
を

あ
げ
て
の
大
祭
を
行
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
大
寺
城
の

没
落
に
伴
っ
て
衰
え
、
氏
子
忍
現

在
の
須
釜
地
区
に
限
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
明
治
五
年
郷
社
に
列
せ
ら

れ
た
。
今
も
当
村
の
大
社
と
し
て

氏
子
の
安
泰
と
発
展
を
守
る
に
ふ

さ
わ
し
く
厳
然
と
お
わ
し
、
参
る

者
の
襟
を
自
ら
正
さ
せ
る
。

民
俗
資
料
保
存
会
が
発
足

彗
丑
汀
〗
冒
口
這
五
老
人
作
品
の
展
示
会

事
業
計
画
と
し
て
石
造
文
化
財
の
，

昭
和
四
十
六
年
度
石
川
地
方
老

調
査
と
、
塩
沢
伯
寿
さ
ん
（
南
須

釜
塩
沢
昌
久
さ
ん
の
父
）
が
明
治
人
作
品
展
示
会
が
去
る
十
一
月
一

四
十
年
に
発
行
し
た
須
釜
村
史
を
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
の
四
日

間
石
川
町
公
民
館
に
お
い
て
開
催

村
数
育
委
員
会
の
協
力
で
復
製
発

こ
。
出
品
物
は
六

0
オ

さ
れ
ま
し

f

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
老
人
が
自
か
ら
作
製
し
た

玉
川
村
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
上
で
保
存
会
の
今
後
の
活
も
の
で
、
書
画
・
彫
刻
・
陶
芸
・

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
木
エ
・
竹
藁
各
工
芸
品
を
対
象
と

尚
今
月
か
ら
保
存
会
の
提
供
に
し
て
行
な
わ
れ
玉
川
村
か
ら
―
二

よ
り
「
須
釜
の
文
化
財
」
を
掲
載
八
点
の
数
多
い
出
品
物
が
あ
り
審

い

た

し

ま

す

。

査

の

結

果

本

村

か

ら

次

の

方

々

が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
郡
山
地
方
に
お
け
る
第
二

回
目
の
老
人
作
品
展
示
会
が
来
る

十
二
月
二
十
四
日
月
か
ら
十
二
月

二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
郡
山
駅

前
丸
光
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
国
会
議
員
渋
谷
直
蔵
賞

、
大
和
田
ト
ジ
ヲ吉
こ
が
ね
ク
ラ
ブ

▽
県
会
議
員
大
野
雅
人
賞

石

井

清

美

竜

崎

長

寿

会

和
裁
、

生
花
学
級
生
募
集

和
裁
、
生
花
学
級
を
十
二
月
一

日
よ
り
来
年
―
―
一
月
―
―
-
+
―
日
ま
で

南
須
釜
公
民
館
で
開
き
ま
す
。
‘

授
講
希
望
者
は
来
る
十
一
月
二

十
日
ま
で
玉
川
村
公
民
館
ま
で
申

込
ん
で
下
さ
い
。

〔
概
況
〕

十
一
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は

寒
暖
の
変
動
が
大
き
く
寒
さ
の
巌

し
い
期
間
も
現
わ
れ
る
見
込
み
で

す
。
降
水
量
お
よ
び
降
雪
量
は
会

津
で
は
乎
年
並
み
か
や
や
多
く
一

時
大
雪
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

中
通
り
と
特
に
浜
通
り
で
は
や
や

少
な
く
乾
燥
し
た
日
が
多
い
見
み

で
す
。

〔
天
気
〕

十
一
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
は
大

き
な
移
動
性
高
気
圧
が
通
り
や
す

く
、
小
春
日
和
の
日
に
恵
ま
れ
や

す
い
見
込
で
す
。
し
か
し
下
旬
に

△
県
会
議
員
渡
辺
俊
政
賞

有
賀
タ
メ
吉
こ
が
ね
ク
ラ
プ

▽
石
川
ラ
イ
オ
シ
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

齊`賞

＂レ入
グ

佐
藤
ハ
ル
ヨ
蒜
生
の
の
へ
り
ク
ラ
ブ

▽
石
川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
賞

一
矢

吹

市

三

竜

崎

長

寿

会

▽
石
川
地
方
社
会
福
祉
協
議
会
長

賞上
野

鶴

雄

竜

崎

長

寿

会

野

崎

重

司川
辺
百
日
紅
ク
ラ
ブ

▽
玉
川
村
長
賞

矢
吹
玉
之
助
山
小
屋
長
寿
会

車
田
ヨ
シ
ノ
小
高
寿
疫
会

阿
部
徳
太
郎
南
須
釜
寿
会

真
野
目
キ
ヨ
ジ
南
須
釜
痔
会

相

楽

ト

シ

南

須

釜

寿

会

大

竹

長

作

岩

法

寺

長

寿

会

大

木

ア

サ

南

須

釜

寿

会

有

賀

ミ

チ

南

須

釜

寿

会

高

林

浅

助

中

松

寿

会

溝

井

正

吉

小

高

寿

慶

会

は
大
陸
高
気
圧
が
強
ま
っ
て
冬
型

の
気
圧
配
置
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
季
節
風
の
吹
き
出
し
が
あ
り
、

会
津
で
は
雪
や
み
ぞ
れ
が
降
り
、

し
ぐ
れ
や
す
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
中
通
り
や
浜
通
り
で
は
睛
れ
の

日
が
多
い
見
込
み
で
す
。

十
二
月
月
半
ば
こ
ろ
ま
で
は

冬
型
の
気
圧
配
置
が
く
ず
れ
移
動

性
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
や
す
い
の

で
晴
れ
の
日
が
多
い
見
込
み
で

す
。
し
か
し
月
半
ば
過
ぎ
か
ら
下

旬
に
か
け
て
は
冬
型
が
強
ま
り
会

津
で
は
風
雪
の
日
が
多
い
で
し
ょ

う
。
中
通
り
と
特
に
兵
通
り
で
は

乾
燥
し
た
晴
天
が
多
い
見
込
み
で

三
ヶ
月
天
候
予
報
げ
一

□

月
半
ば
過
ぎ
か
ら
大
陸
高
気
圧
が

発
達
し
へ
本
格
的
な
西
高
東
低
型

と
な
り
、
，
会
津
で
は
風
雪
の
日
が

多
く
な
り
、
中
通
り
と
特
に
浜
通

り
で
は
晴
れ
の
日
が
続
く
見
込
み

で
す
。

〔
気
温
〕

十
一
月
前
半
は
平
年
並
み
か

や
や
高
い
日
が
多
い
で
す
が
後
半

は
寒
い
日
が
現
わ
れ
や
す
く
、
低

め
の
日
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

中
通
り
、
浜
通
り
で
は
平
年
並
み

か
や
や
高
い
で
す
が
会
津
で
は
平

年
並
み
で
し
ょ
う
。

十
二
月
前
半
は
平
年
並
み
か

や
や
高
い
日
が
目
立
ち
ま
す
が
、

後
半
は
寒
い
日
が
多
く
な
る
見
込

み
な
の
で
、
月
平
均
で
は
平
年
並

み
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

一
月
前
半
は
寒
さ
の
や
わ
ら

ぐ
日
が
あ
り
、
一
時
か
な
り
高
め

の
期
間
も
あ
り
ま
す
が
、
後
半
は

寒
さ
の
厳
し
い
日
が
現
わ
れ
や
す

い
見
込
み
で
す
°
月
平
均
で
は
平

年
並
み
か
や
や
低
い
で
し
ょ
う
。

〔
降
水
量
と
降
雪
量
〕

十
一
月
会
津
で
は
平
年
並
み

か
や
や
多
く
、
特
に
後
半
に
降
り

や
す
い
見
込
み
で
す
。
中
通
り
、

浜
通
り
で
は
平
年
並
み
か
や
や
少

な

い

で

し

ょ

う

。

ベ

十
二
月
会
津
で
は
平
年
並
み

か
や
や
多
く
、
後
半
に
は
一
時
大

雪
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
中
通

り
、
浜
通
り
で
は
や
や
少
な
い
で

し
ょ
う
0

• 

一
月
今
津
で
は
や
や
多
く
、

大
雪
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
中
通
り
、
浜
通
り
で
は
平
年

並
み
か
、
や
や
少
な
い
見
込
み
で

す
。
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南
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の

旅

回

111

一
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溝
叶
一
郎

こ
の
山
の
奥
が
に
首
を
く
く
ら
れ
し
山
下
大
将

＿
 

l
 

111

の
そ
の
後
分
ら
ず

11

ロ
ス
パ
―
ー
ヨ
ス
に
命
絶
た
れ
し
大
将
の
そ
の
遺

一

一

骸

さ

い
帰
る
，^こ
と
な
し

，

＂
い
た
る
処
に

水
牛
群
れ
て
草
は
め
り
長
閑
な
れ

ど
も
貧
農
多
し
｀
｝
た
け

限
り
な
く
続
く
稲
作
丈
高
く
実
り
乱
る
、
行
け

i

＿
 

血

ど

行

け

ど

対

ー

一
耕
転
機
使
用
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む
る
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.―あ
り
て
農
民
も
や
が
て
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松大小鈴渡阿小吉福永岩矢野
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呵：田
山針木辺口林

林 ＇、一・.,・: 
田谷部崎
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久 、登 ，・ヒ
克厨正春忠喜卓：優和明
美志ロ

則美光子博子幸江史江規江

男 男 男

広
報
た
ま
か
わ
も
創
刊
以
来
六

五
号
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
月
号

よ
り
創
刊
以
来
親
し
ま
れ
て
お
っ

た
広
報
紙
の
ク
イ
ト
ル
と
大
き
さ

を
替
え
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
題
字
ほ
村
長
さ
ん

が
自
書
さ
れ
た
も
の
、
型
は
今
ま

で
の
も
の
よ
り
小
さ
く
し
保
存
し

や
す
く
致
し
ま
し
た
が
、

．．
 
こ
の
広

報
紙
に
対
す
ろ
ご
意
見
、
．
ご
要
望

叉
部
落
内
に
お
い
て
明
る
い
話
題

等
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ぽ
ぜ
ひ
原

稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。




